
竜王町では毎年1回人権啓発冊子「しあわせはみんなのねがい」
を発行してきました。これまでは自治会のご協力により全戸配布
しておりましたが、自治会の負担と経費の軽減のため、全戸配布
に代えて右記の方法により、町民の皆さんにお届けします。

過去3年間に及ぶ新型コロナウイルス感染症感染拡大で起こった様々な人権侵
害事例を振り返りながら、なぜそのようなことが起きてしまったのか、その原因

について話していただきました。そして、まだ収束しない感染症を前に、私たちがどのよう
な姿勢でのぞむべきかを訴えられました。

感染症に対するレジリエンス（適応力）の強化
〜新型コロナウイルス感染症の不安や恐怖に負けないために〜

第1回　患者の人権

講師 ： 宮本佳蓮さん（日本赤十字社京都府支部）

おもな
内容

インターネットの発達により私たちの生活は便利になった半面、様々な人権問題
が発生しています。とりわけSNSによって個人が情報を発信できるようになった

結果、様々な人権侵害や社会の分断が起きてしまっています。事例をもとに解説し、ネット
社会で生きる私たちが今後考えなければならないことを伝えていただきました。

インターネットと社会の「分断」

第2回　インターネットと人権

講師 ： 辻大介さん（大阪大学大学院人間科学研究科准教授）

おもな
内容

性虐待や性犯罪の被害者となり生きづらさを抱えざるをえなくなったたくさん
の少女たちとの出会いから、私たちの社会にある男女格差や女性差別の問題

について訴えられた講演でした。講師さんと共に活動している若い女性の体験談も掲載
しています。

生きづらさを抱えた少女たち

第3回　女性の人権

講師 ： 齋藤常子さん（京都わかくさネット代表理事）

おもな
内容

① 希望される方には冊子を郵送します。
② 竜王町人権教育推進協議会が年度

当初に開催する各部会の会議の際、
部会員の方には冊子を配布します。

※裏面もご覧ください。

2022年度 「しあわせはみんなのねがい」 の掲載内容
1. 2022年度に開催した「人権啓発セミナー」全5回講座と「じんけんを考えるみんなのつどい」

の記念講演要旨を各2ページで紹介しています。

人権啓発セミナー

みんなのねがいしあわせは
令和4年度（2022） 概要版



作文の部……………小・中学校各最優秀2作品を掲載
詩の部………………小・中学校各最優秀2作品を掲載
標語の部……………入選作全8作品を掲載
ポスターの部………入選作全10作品を掲載
毛筆の部……………入選作全9作品を掲載

数年前に若年性認知症の当事者となった講師が、自身の体験をもとに「認知
症になるということはどういうことなのか」を語られました。高齢者介護施設

での経験も併せて、認知症高齢者にどのように接することが大切なのかを教えていただき
ました。

認知症と共に生きる

第4回　高齢者の人権

講師 ： 下坂厚さん（京都市老人デイサービスセンター職員）

おもな
内容

安心・安全を奪われ、居場所をなくし、生きづらさを抱えた若者たちが社会にはた
くさんいますが、公的支援はなかなか届きません。そんなジレンマの中から生み

出された「深夜のネットアウトリーチ」という活動についてのお話でした。子どもたちの「安心」
「安全」を地域が確保することの大切さをお話されました。

深夜のネットアウトリーチからみえる子どものSOS

第5回　子どもの人権

講師 ： 幸重忠孝さん（子どもソーシャルワークセンター理事長）

おもな
内容

インターネット上の人権侵害が大きな問題になっています。部落差別についても
例外ではなく、ネット社会になって差別がより拡散され、深刻化している現状を

お話されました。こういう時代にこそ必要な人権教育・啓発は何かについて熱く語られた内
容でした。全国的にも人気の高い講師さんのお話でした。

ネット人権侵害と部落差別の現実
〜「寝た子」はネットで起こされる！？

記念講演　部落問題・インターネットと人権

講師 ： 川口泰司さん（山口県人権啓発センター事務局長）

おもな
内容

2. 2022年度に人推協が応募した人権作品の入選作を紹介しています。

〒520-2592　竜王町大字小口 3 番地  竜王町教育委員会事務局　生涯学習課
【電話】0748-58-3711 　 【ファックス】0748-58-2655　  【メール】syogaku@town.ryuoh.shiga.jp

「しあわせはみんなのねがい」
問い合わせならびに冊子郵送をご希望される場合は、下記までご連絡ください。

メールの場合は右の二次元コードを読み取って申し込むことができます。

じんけんを考えるみんなのつどい


